
薩摩川内市立川内北中学校 

令和５年度いじめ防止基本方針 

H26.4 策定 

 

１ いじめ防止に向けた学校の考え方 

(1) いじめの定義 

   この法律において「いじめ」とは，児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的

関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であっ

て，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。  「いじめ防止対策推進法 第 2 条 第 1 項」 

(2) いじめを防止するための基本的な方針 

   いじめは，いじめを受けた生徒の，教育を受ける権利を著しく侵害し，その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響

を与えるのみならず，その生命又は身体に重大な危険を生じさせる恐れがある。したがって，本校では，「いじめはどの学校

にも起こり得る」という問題認識のもと，「弱い者をいじめることは人として絶対に許されない行為である」という強い認識

に立ち，いじめ問題に対して全職員の協力体制を確立して臨むことで，早期発見，早期解決に努める。全ての生徒がいじめを

行わず，かつ他の生徒に対して行われるいじめを認識しておきながら放置することがないように，いじめが加害，被害のみな

らず，周囲を含めた多くの生徒の心身に及ぼす影響と，このいじめ問題に関する生徒の理解を深めることを旨として，本方針

を掲げ，いじめ防止のための対策を講じる。 

(3) いじめ防止基本方針の目的 

  ア いじめは人権侵害及び犯罪行為であり，「いじめを絶対に許さない」学校づくりに計画的，組織的に取り組む。 

イ 学校，学年，学級及び部活動等が望ましい集団であるよう指導の充実を図るとともに，生徒一人ひとりの自己存在感，自

己肯定感の涵養に努める。 

   ウ 生徒自らが安心して生活できる集団を築き，いじめを許さない社会の実現に努める生徒の育成を目指す。 

エ 保護者との信頼関係づくり，地域や関係機関との連携協力に努め，地域全体で子どもの健全育成を図り，いじめのない地

域の実現を目指す。 

   

２ いじめ問題対策委員会の設置及び取組 

 (1) 組織の構成 … 本委員会の主任を生徒指導主任とし，管理職を含め生徒指導部会が兼ねる。いじめ問題対策委員会の

構成は，校長，教頭，生徒指導主任，教務主任，進路指導主任，保健主任，学年主任，各学年生徒指

導係，SC，SSW で構成。いじめを受けていると思われる時は，必要に応じて関係職員を招集する。 

(2) 組織の役割 

ア 生徒の変化やいじめの兆候をいち早く察知するために，学級学年間の情報を収集，共有して，迅速かつ適切な初期対応を

行い，早期解決を図る。 

イ いじめ事案発生に対して，その事実確認及び対応の中心となって行う。 

ウ 早期発見のための取組を継続的に行えるよう，全教職員に理解を求める。 

エ 全教職員に向けて，いじめ防止に関する研修を行う。 

オ 生徒や家庭及び地域に向けて，いじめ防止のための啓発を積極的に行う。 



(3) 組織構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 年間計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ いじめ防止及び早期発見，早期対応のための取組 

 (1) いじめ防止の具体的な取組 

   ア いじめアンケートの実施，集計    イ 休み時間等の巡回指導   ウ 教科授業，道徳教育，学級活動の充実 

エ 学年，学級 PTA や入学説明会等における保護者への啓発活動 

オ ネットトラブル防止のための生徒，保護者，教職員に向けた取組 

カ いじめ問題を考える週間・生徒会における「いじめ防止」活動 

(総会における群読，学級掲示・ピンクシャツデーなど) 

キ 教職員同士の協力体制，組織における取組 

 ○全教職員で情報を共有し，問題解決に向け積極的に関わる姿勢を持つ。 

○生徒指導に関わる保護者対応，関係諸機関との対応については，  

管理職，生徒指導主任へ必ず報告した上で問題の発見解決に努める。 

 (2) いじめ早期発見の具体的な取組(的確な実態把握) 

   ア 複数の教員による日常の観察(服装，容姿，表情，友人関係，健康状態，学習態度，生活態度，欠席状況など) 

    イ 提出物や私有物の状況確認(ノートや日記，作品などの忘れ物，汚れ，落書きや破損) 

学校教育目標     自律した生徒の育成。 

生徒指導目標 学校経営方針に基づき，全教職員が全ての教育活動を通して，生徒一人ひとりの人格のより望ましい発達を目指すと共に，学校生活が充実するように努める。 

いじめ問題対策委員会(企画･生徒指導部) 

校長，教頭，教務主任，生徒指導主任(部) 

進路指導主任，保健主任，学年主任，SSW 

他 

薩摩川内市教育委員会 

いじめ防止基本方針 

 ｢いじめはどの学校にも起こり得る｣という問題認識のもと，弱い者をいじめることは人として絶対に許されないという強い認識に立ち， 

いじめ問題に対し全教職員の協力体制を確立して臨むことで，いじめの未然防止，早期発見及び早期解決に努める。 

関係職員(SC，SSW，心の教室相談員) 

北薩教育事務所/県教育委員会 

関係機関(児童相談所,医療機関等) 

PTA 運営委員会 

薩摩川内警察署 

本校全教職員 

学校行事 PTA補導活動 道徳 特別活動 情報モラル 相談体制 職員研修

4
落ち着いて学習できる雰囲
気を築かせる。

・入学式　・家庭訪問
・集団行動訓練

１年：優しい心

２年：育みあう友情

３年：誠実な生き方

タブレット利用にお
けるルール説明

・家庭訪問 ・人間関係づくり

5
活動を通して，新たな交友の
輪を広げさせる。

・避難訓練 　・生徒総会
・交通安全教室

・登校指導 １年：自分をきたえる

２年：きまりの意義

３年：信頼に支えられた友情

PTA総会における
注意喚起

・特別支援教育
・生徒理解

6
教室美化に努め，物を大切
に扱うことを考えさせる。

・地区総体
・期末テスト

１年：自主的な判断

２年：迷惑とは何ぞ

３年：感謝の心が支えるもの

・不登校対策
・いじめ対策

7
活動を通して，仲間と達成感
を味わわせる。

・合唱コンクール
・集団宿泊学習　・終業式

・夏祭り補導 １年：よりよい集団づくり

２年：リクエスト

３年：試練が育てる友情

・情報モラル教室
における講話

・三者面談 ・救急救命法講習

8
ルールを守り，夏休みを安全
に楽しく過ごさせる。

・夏祭り補導
・川内川花火大会補導

・携帯電話
・発達障害理解

9
集団の中の一員として，役割
を果たさせる。

・始業式　・実力テスト
・体育大会・役員改選選挙

・川内大綱引補導 １年：半分おとな半分こども

２年：よりよい社会の実現

３年：深い人類愛

・人間関係づくり

10
活動を通して，一生涯の想い
出や友情を築かせる。

・新人総体
・修学旅行

・登校指導 １年：いじめを許さぬ強さ

２年：強い正義感

３年：いじめを許さぬ心

・人間関係づくり

11
善悪を正しく判断，行動しよう
とする心を育てる。

・文化祭　・生徒総会
・期末テスト・人権教室

１年：きまりの意義

２年：自己を生かし輝く集団

３年：思慮深い判断と責任

・三者面談 ・人権問題

12
異性を正しく理解し，尊重す
ることを考えさせる。

・思春期教育　・エイズ教育
・終業式

・定期街頭補導 １年：誠実な行動と責任

２年：責任ある判断

３年：法の理解と遵守

1
真の友情や友情の尊さにつ
いて考えさせる。

・始業式　・教育相談
・私立入試

・定期街頭補導 １年：生命の尊さ

２年：時と場に応じた礼儀

３年：公正，公平な心

・教育相談 ・人間関係づくり

2
積極的に家族を支え，感謝
する大切さを伝える。

・元気塾
・学年末テスト

・登校指導 １年：公正，公平な社会

２年：正義を重んじる心

３年：役割の自覚

3
他者に感謝し，出逢いを大切
にする意欲を育てる。

・公立入試　・卒業式
・修了式　・辞任式

１年：思いやり

２年：良心に恥じない生き方

３年：きまりを守る

学級集団の一員と
して役割を果たし，
自己存在感，自己
肯定感を感じられ
るような態度及び
態度の育成

月 月別目標
活動内容

望ましい学級集団
の育成と，よりよい
人間関係の育成

個で抱える悩みを
仲間や集団の力で
よりよい方向に解
決しようとする態度
の育成



ウ 生徒指導部会(火曜 2 限)での事例報告及び対応策検討 

エ 関係職員(SC，SSW，心の教室相談員)と連携した相談活動 

オ 学年部会(水曜放)，職員朝会での情報提供と対応策の話し合い 

カ 心の小箱設置による相談可能な環境づくり 

キ 適応指導教室(スマイルルーム)との連携   ク 定期的なアンケート調査(月 1 回) 

ケ 教育相談(定期年１回，随時)        コ 毎月 1 日の「いじめ撲滅 day」に，生徒会の放送による呼びかけ 

サ 保護者，地域住民からの情報提供      シ 小中連携及び中高連携において，特徴や兆候の可能性を情報交換 

ス 職員研修でのいじめの事例研究(問題行動,身体的特徴,病弱,友人関係,家庭環境,宗教事情,その他)及び対応の検討 

 (3) いじめに対する措置 

   ア いじめ問題対策委員会における，速やかな実態把握及び対応策の検討 

    (ア)情報の整理…実態，被害生徒，加害生徒，関係生徒，周囲の生徒など 

    (イ)課題分析，対応検討…緊急性(自殺，不登校，暴行の危険性)の確認，事情聴取や指導の際の留意点の共有 

    (ウ)役割分担…○問題解決のための当該生徒，保護者への事実報告及び対応 

           ○被害生徒，加害生徒，関係生徒，周囲の生徒，その保護者への心のケア 

           ○関係職員(SC,SSW,心の教室相談員など)や関係諸機関(警察や医療機関など)との連携 

イ 必要に応じ，緊急 PTA 運営委員会を開催し，事実報告及び今後の対応に協力を求める。 

ウ 報道機関への対応は，窓口を校長に一本化し，公開できる情報を整理し，誠意ある公平な対応を心がける。 

エ 報道機関来訪への対応は，すべて教頭が行い，誠意ある公平な対応を心がける。 

 (4) いじめに対する研修 

   ア 生徒理解研修や特別支援教育研修の充実 

イ いじめ防止及び対応に関する研修の計画実施 

ウ SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)や SSW(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)，心の教室相談員との意見交換 

エ 研修講座など校外の研修会に積極的に参加し，その研修情報の内部提供に努める。 

 

４ 重大事態への対応 

  生命及び心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや，相当期間学校を欠席することを余儀なくされ

ている疑いがある場合は，次の対処を行う。 

 (1) 重大事態が発生した旨を，薩摩川内市教育委員会へ速やかに報告する。必要に応じて，専門機関

や警察等，関係諸機関への通報を行い，支援を要請する。 

 (2) 教育委員会と相談の上，当該事案の対処組織を「いじめ問題対策委員会」の中核として設置する。 

 (3) 上記組織を中心として，事実関係を明確にするための調査を実施し，当該事態への対処や同様の

事態の再発防止を徹底して図る。 

 (4) 上記調査結果については，被害生徒及び保護者に対し，明らかになった事実関係その他の必要な

情報を適切に提供する。これらの情報提供に当たっては，他の児童生徒のプライバシーに配慮するな

ど，関係者の個人情報にも十分配慮した上で適切に提供する。 

 

５ その他 

  必要があると認められる際には，学校基本方針を改定し，改めて公表することとする。 
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○全職員への周知    ○共通理解 

○具体的な対応策の検討 ○役割分担 

○今後の指導方針    等 

 

 

・管理職    ・学年主任 

・生徒指導主任 ・保健主任 

・進路指導主任 ・事務主任 

・必要に応じて，関係職員や SC，SSW， 

心の教室相談員，PTA 役員等を招集 

○情報集約 ○役割分担 

○具体的な対応策の検討    等 

※状況により職員会議を待たずに対応を検討

し，緊急事態の早期対応，早期解決を図る。 

指導方針に沿った対応 

問題対応の記録と整理(分析/評価/改善) 

 

○生徒指導体制の改善  ○再発防止策の検討と方針決定  ○関係機関等との連携体制の再構築 

 

 

○事実報告と学校側の今後の対応 

○PTA としての対応を協議 

○臨時 PTA 総会開催の検討 

○個人情報保護に留意    等 

当該生徒 

及び 

保護者 

３ 

４ 

再
検
討 

６ いじめ・問題行動等発生時の連携図及び対応の詳細 

 

 

 

                 通 報       報告/連絡 

 

                                  急行 

 

                 報告/連絡 

                                指示 

                          判断/指示 報告 

 

                 

 

 

 

                                        報告/連絡 

報告/連絡 

 

                                家庭訪問 

                                 電話連絡 

 

 

 

                                        (必要に応じて) 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

                

                

 

 

 

いじめ・問題行動等の発生 

学校体制の見直し 

 

○保護者への説明 

生徒・保護者 

○状況判断 

○興奮状態の沈静化 

○管理職への報告 

○他教員との連携 

○周囲生徒への指導 

○応急処置/救急車 

○警察への通報 等 

地域・関係機関等 

 

 

○関係学校(小／中／高／特支) 

○薩摩川内市教育委員会 

○適応指導教室スマイルルーム 

○薩摩川内市子育て支援課 

○薩摩川内市少年愛護センター 

○薩摩川内警察署 

○川内北交番 

○北薩教育事務所 

○鹿児島県教育委員会 

○鹿児島県総合教育センター 

○中央児童相談所 

○川薩保健所 

○鹿児島県警少年サポートセンター 

○ネットパトロール 

○ひきこもり地域支援センター  

○大学心理カウンセラー   

○その他民間支援団体     等 

１5W1H 
２ 

５報道機関への対応 

◆対応窓口の一本化 

→校長 

◆来訪者は教頭が対応 

→校長 

(来訪者へ教育的配慮へ

の理解を求める) 

◆記録(対応メモ等)の保管 

※不用意な発言を慎み，慎

重かつ遺漏のない対応 

  


